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要 　約

　動画ニ ュ
ー

ス は ， 人 々 に とっ て 社会 の 情報 を知 るうえで の 貴重な情報源 で あ る 。 しか し，日々 放

送 され る膨大 な動画ニ ュ
ース の なか か ら視聴者 自身が必要な ニ ュ

ース を取捨選択す る こ とは 困難 と

な りつ つ ある。本研究で は 、社会で 起 きた ニ ュ
ース情報の 移 り変わ りを把握 し， 視聴者が見た い 動

画ニ ュ
ース シ ー ン を選択す るため の 評価指標を構築す る こ とを目的 とす る 。 我々 は，動画ニ ュ

ース

シ ー
ン に付随す る テ キ ス トデータを用い て

， 同 じ内容の シ ー
ン を集約 し た トピ ッ ク を抽出 し，

さ ら

に，ニ ュ
ース トピ ッ ク，及 びニ ュ

ース シ
ー

ン の 特性分析を行うこ とで ， トピ ッ ク の ニ ュ
ース 特性で

ある 「流行性」，シ ー
ン の ニ ュ

ース 特性で ある 「要約性 」 と 「進展性」 を指標化する。構築 した評価

指標の 妥当性を検証す るた めに，新聞の 記事面積 との 比較分析や被験者実験 を行 っ て い る。そ の結

果 ， 提案 した指標が，注 目された ニ ュ
ース トピ ッ クや トピ ッ ク内の情報をより要約 した シ ー

ン
， 既

視聴シ
ー

ン か ら更新された シ
ー

ン を表現で きて い る こ とを確認 して い る。
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Abstract

  We  aim  to identify characteristics  of  news  movies  that may  be various  with  respect  to

their topics. The  text infOrmation of  news  movies  is analyzed  to develop similarity  graph

of  news  scenes,  to identify their topics, and  to develop property based indexes. Among

the results, the index of  the trendy topics, the condensed  contents,  and  the incremented

contents  among  news  scenes  are  developed  to identify the property of  news  movies.
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一
動画 の タ グ情報 を 利川 した ニ ュ

ース シ ーン の 選択手 法 の 提案

1，は じめ に

TV 局か ら放送 され る 動画 は非 常 に膨大 で あ る。

ドラ マ や 映画、バ ラエ テ ィ な どの動画が 人々 の 嗜

好を満足す るた めに視聴 され る の に対 し 、 動画 ニ

ュ
ース は人 々 が社会の 情報 を知 るた め の 貴重な情

報源 と して 視聴 され る 。 しか し，多彩な ジ ャ ン ル

に ま た が り、日 々 刻々 と今 まで なか っ た 話題が 放

送され 続け る膨大 な動画 ニ ュ
ース の 中か ら，視聴

者が 必要 な ニ ュ
ー

ス を効率的 に取得す る こ とは 困

難で ある。我々 は、動画 ニ ュ
ース が もつ こ の 問題

に着 目す る 。

膨大 な動画 ニ ュ
ース の なか か ら必 要 な情報 を効

率的 に取得 す る と い う問題 に 対 し て ，TV 局 に よ

っ て編集 ・要約 され た ニ ュ
ー

ス 番組 の 視聴や， シ

ス テ ム が 自動 で 情報を フ ィ ル タ リ ン グ して くれ る

推薦 シ ス テ ム の 利用 な どが 考 え られ る 。 しか し，

こ れ らの 方法は ，情報 の 効率的な取得や動画 ニ ュ

ー
ス の 特性 に 対す る視聴 ニ

ーズ に 対 して ， 卜分 に

応 え て い る とは い えない 。

例 え ば ，
ニ ュ

ー
ス 番組の 視聴に お い て は ， 番組

構成 に よ っ て 、 見 た くな い ニ ュ
ー

ス シ ー
ン も含 ま

れる場合が ある。 こ の 問題に つ い て は、 ニ ュ
ース

を番組単位で は な く、
シ
ー

ン 単位で 扱 うこ と で 、

よ り詳細 な選 択が 可能 とな る。椎薦シ ス テ ム は，

他者 の 行動履歴 との 類似性 （協調 フ ィ ル タ リ ン グ）

や ，利用者の 視聴履歴 に 基 づ くコ ン テ ン ツ 内容 の

類似性 （コ ン テ ン ツ フ ィ ル タ リン グ）に よ り推薦

対 象 と な る コ ン テ ン ッ が 決 定 さ れ て お り

（Adomavicius 　et　al．2005 ）， 視聴 者 の 嗜好 と類

似 した コ ン テ ン ッ を推薦 で きる と い う利 点が あ

る 。 ドラ マ や映画、バ ラ エ デ ィ 番組 な ど、視聴者

が そ の 嗜好 に基づ い て 選 択す る コ ン テ ン ツ に は 有

効な手法で あ る と考え る。 しか し、協調 フ ィ ル タ

リ ン グは、動画 ニ ュ
ー

ス の よ うに 日 々 刻 々 と入 れ

替わ る コ ン テ ン ツ に対 して 、 コ ール ドス ター ト問

題
1
や 評価 値疎 ら問題 2

を抱え て い る た め利用で き

ない 。また、 コ ン テ ン ツ フ ィ ル タ リン グは、動画

ニ ュ
ー

ス が社会の 情報を知 る上 で の 情報源 と して

視聴 さ れ る とい う特性か ら 、個人 の 嗜好だ けで は

な く社会的な関心 の 程度 に よ っ て ニ ュ
ー

ス の 重要

度が変化す る た め 有効で な い と考 える。

視聴者 の 動 画 ニ ュ
ース に 対す る ニ

ーズ と して ，

政 治 に は興 味 は な くて も総選 挙 の 結果 は知 りた

い 。ある い は
，

ス ポー
ツ に興味は な い が オ リン ピ

ッ クの 結果 は 知 りた い とい っ た ニ ーズが考 え られ

る。 また
，

よ り短 い 時間で 要約を 知 りた い
， 内容

が 変化 した ニ ュ
ー

ス を知 りた い な どが 考え られ

る。 こ の ように， ニ ュ
ー

ス シ
ー

ン を選択 す るため

に は，各ニ ュ
ース シ ー

ン が どの よ うな特徴 を持 っ

て い る の か 判定す る必要 が ある。 しか し，個々 の

動画 ニ ュ
ース シ ーン が，視聴者 の 情報選 択 とい う

観点 に お い て どん な特性 を持 っ て い る か は 十分 に

議論 され て お らず，そ の た め の 妥当 な評 価指標 は

構築 され て い な い 。

本研究の 目的は 以下の とお りで あ る 。 す な わ ち，

動画 ニ ュ
ー

ス シ
ー

ン に 付随 す る タ グ情報 を用 い

て ， 社 会で起 き た ニ ュ
ー

ス 情報 の 移 り変わ りを把

握 し，視聴者 が見 た い 動画 ニ ュ
ース シ ー

ン を選択

す るた め の 評価指標 を構築す る 。 具体 的に は以 下

の 3 指標 を構築す る 。

1 ．社会 の 関心 の 程度 を表 す指標

2 ．ニ ュ
ース 内容の 網羅性 を表す指標

3 ．ニ ュ
ース 内容の 変化の 程度を表す 指標

我 々 は ，動画 ニ ュ
ー

ス シ
ー

ン に 付随する メ タデ

ー
タを用 い て ，同 じ内容の シ

ー
ン を集 約 した ト ピ

ッ クを抽出 し，さ らに ，ニ ュ
ース トピ ッ ク，及び

ニ ュ
ース シ ー

ン の 分析 を行 うこ とで ， トピ ッ ク の

ニ ュ
ー

ス 特性 で あ る
「流 行性 （社 会の 関心 の 程

度）」，
シ ー ン の ニ ュ

ース 特性で あ る 「要約性 （ニ

ュ
ース 内容の 網羅性 ）」 と 「進展性 （ニ ュ

ース 内

容 の 変化 の 程度）」 の 評価指標 を構築す る 。

構築 した 評価指標の 妥当性 を確認 す る た め 、新

聞の 記事面積 と評価指標 との関連，被験者実験 と

評価指標 と の 関連 に つ い て 分析 する 。

なお ，
シ
ー

ン 単位の メ タデー
タに つ い て は、動

画を 各シ ー ン に 自動 で 分 割 す る研 究 （金 寺 ら

2005 ）や ，
ニ ュ

ー
ス 内容 を字幕や音声情報か ら メ
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タ情報 として 取得す る研究 （桑 野 2007 ＞が あ り、

今後こ の よ うな シ
ー

ン 単位の メ タデータが 、必要

な ニ ュ
ー

ス を効率的 に取得す るた め に利用可能に

なる と考 え て い る 。

以 降 ， 本稿の構成 と して ，
2節で は ， 関連研究

として ，ニ ュ
ース の 評価指標 に 関する研究 に つ い

て 述 べ
， 本研究 の 位置づ け を示す 。

3節で は
， 動

画ニ ュ
ー

ス シ
ー

ン 選 択に つ い て 述 べ る 。 4節で ，

動画 ニ ュ
ー

ス シ
ー

ン 選択 の た め の 指標 を提案 し，

5節で そ の 評価 を行 う。 6節で は，結果 に 対 す る

考察 を行 い
，

7節で結論 を述 べ る。

2 ．関連研究

佐藤 ら（2005 ＞は ， 人 々 の 関心の 増大 に よ っ て 関

連文書数が増加す る 「情報の 広が り」 と，そ の よ

うな注 目状 態が 時間的に継続す る 「情報の 伸 び 」

の観点 に 着 目して話題 を抽出する手法 を提案 して

い る 。

菊池 ら（2008 ）は ，時系列 テ キス トを対象に
， 話

題の 推移 を表現 した キ ーワ ー ド群 を抽出す る手法

を提案 して い る。電子番組表 （EPG ）を用 い た適

用実験 に よ り，提案手法が 話題の 抽出に 有効で あ

る こ と を報告 し て い る
。

張 ら（2006 ）は， ト ピ ッ ク の 出現頻度が 急上昇 す

る と こ ろ （バ ース ト時間帯）を抽出 し，それ と他

の 時系列デー
タ （小泉首相の 支持率 ， ブ ッ シ ュ 大

統領 の 支持率）とを比較 す る こ とで ，他 の 時系列

デー
タに影響を及ぼす トピ ッ クの抽出を行 っ て い

る。

こ れ ら の 研究 は
， 付随す るテ キ ス ト情報 の 類似

度に 基づ き トピ ッ ク の 抽 出を行っ た うえ で ，各 ト

ピ ッ クが社会の 中で どの 程度関心 を持た れ て い る

の か を判定 して い る。佐藤 ら （2005 ）が ト ピ ッ

クに 含 まれ る文書 の 量 に基づ き話題 を抽出 して い

る の に対 し，菊池 ら （2008）や 張 ら （2006）は，

時事性 を考慮 し通常 よ りも出現頻度 が多い とこ ろ

を抽 出 して い る点 で 異な る 。

　しか し ，
い ずれの 研究 に お い て も トピ ッ ク （話

題）の 抽 出に とど まっ て お り， 具体的なシ ー
ン の

抽 出に つ い て は議論 され て い ない 。動画 ニ ュ
ース

の 視聴を考えた と きには，ニ ュ
ー

ス 群か らの トピ

ッ クの 抽出だ けで は な く， 内容的 ・時聞的効率性

の 観点 か ら ， 各 トピ ッ ク の なか か ら視聴者 の ニ ー

ズ に 合 っ た シ ー
ン の み を選 択 す る必 要 が あ る 。

我々 は
， 動画ニ ュ

ー
ス シ

ー
ン 選択の た め の 指標を

構築す る こ とを 目的 とす る。

ニ ュ
ー

ス シ
ー

ン を考慮 した研究 と し て 、澤井 ら

（2008）は，ニ ュ
ース に付随す るテ キ ス ト情報の

類似性 に基づ き トピ ッ ク を抽出 した うえで ，ニ ュ

ース シ ーン の 放送順序， ヘ
ッ ドライ ン で の 紹介の

有無 ， 放送時間 ， 放送頻度な どの 放送状況デー
タ

を用 い て ，視聴者 に と っ て 重要 なニ ュ
ース トピ ッ

クを抽 出 して い る 。 出現頻度だけで な く， 放送順

序や ヘ ッ ドライ ン で の 紹介の 有無な ど、複数の ル

ー
ル を組み合 わせ て い るた め 、組み合 わせ に より

算 出 コ ス トが 増加 す る こ とが 懸念 さ れ て い る 。

我 々は 、各ニ ュ
ー

ス シ ーン に付随す る テ キ ス ト情

報 と放送時間の み を用 い て 指標 を算 出す る点で 、

放送順序，ヘ ッ ドライ ン で の 紹介の 有無 な どを考

慮す る澤井 ら （2008 ）の 研究 と異 な る 。

3 ．動画 ニ ュ
ース シ ーン 選 択

本節 で は ，視聴者 の 動画 ニ ュ
ー

ス シ
ー

ン 選択 に

お け る ト ピ ッ ク選 択 とシ
ー

ン 選 択つ い て 述べ る。

3．1　 トピ ッ ク選 択 とシ
ー

ン 選 択

我々 は，視聴者が 必要な ニ ュ
ース シ ー

ン を効率

的に 選択す るた め に
、 動画 ニ ュ

ース に お ける トピ

ッ ク （話題）の 特徴付 け と
，

トピ ッ ク内で の シ ー

ン の 特徴付 けが必 要で あ る と考 え る 。

TV 局か ら放 送 され る動画 ニ ュ
ース は非常 に膨

大で あるが ， その なか には 同 じ内容 の ニ ュ
ー

ス が

多 く含 まれ て い る。動画ニ ュ
ース の 視聴 を考 えた

とき，

一般 的に 視聴者 は複数 の ト ピ ッ クの ニ ュ
ー

ス を効率的 に視聴 した い と考 え られ る。そ の た め，

まず は 同 トピ ッ ク の ニ ュ
ー

ス で ある こ とを判断す
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る た め に も，内容 に 基 づ い た トピ ッ ク の 分類 が必

要で ある と考 える。

　しか し，
一

日 に 放 送 され る動画 ニ ュ
ー

ス に お け

る話題は 多種 多様に存在す る た め ，視聴者が必 要

な トピ ッ クを選定す るた め に は ， トピ ッ クの 分類

だ け で な く ， 複数の ト ピ ッ ク の なか か らどの トピ

ッ クを選 定 す る か と い っ た 選択基 準が 必 要 に な

る 。

さ ら に ， トピ ッ クを選択 して も，同 ト ピ ッ ク 内

に 含 まれ る ニ ュ
ー

ス シ
ー

ン で あ っ て も， 報道 す る

側の 視点や 時間変化 な ど に よ っ て ，各 ニ ュ
ース シ

ー
ン の 放送時間や内容 は 異な る。その た め， トピ

ッ ク内に お い て も，そ の シ ーン を特徴付 け る必 要

が あ る と考 え られ る。図一1は
，

こ の よ うな視聴者

に お ける動画 ニ ュ
ー

ス 選 択の 例 を示 した も の で あ

る。は じ め に 複数 の トピ ッ ク の 中か らTopicB を

選 択 し 、 次 に TopicB に含まれ る ニ ュ
ー

ス シ
ー

ン

か らSceneEを選択 して い る ，

以 ヒを ふ ま え
， 我 々 は

， 視聴者 が 動画 ニ ュ
ース

を効率的 に 選 択で き るよ うに す るた め に
， 動面 ニ

ュ
ース に お け る トピ ッ ク の 特徴付 け，また ト ピ ッ

ク内で の シ ー
ン の 特徴付けを行 う。

TopicA TopicB　　TopicC　　　TopicD

  69
step1 ：TopicBを選択

　　霊
step2 ：SceneEを 選 択

図一1　 トピッ ク選択 とシ
ー

ン 選択の 例

3．2　 トピ ッ ク選択の 基準

視聴者 に よ る ドラ マ や バ ラ エ テ ィ な どの 番組選

択 は，視聴者の 番組内容 に 対す る嗜好に よ っ て 選

択が 行われ る と考 えられる。 しか し，ニ ュ
ー

ス コ

ン テ ン ッ を対象 と した と き に は，そ の ニ ュ
ー

ス の

杜会的な注 目度 と い っ た観点 が，重要な判断基準

に な る と考 えられ る。例 えば， ニ ュ
ー

ス と して 報

道 され る情報 は ， 自分の 知的欲求 を満 たす た め だ

けで な く，他者 との コ ミ ュ ニ ケ ーシ ョ ン を円滑 に

す る た め に も用 い られ る。こ の よ うな用途 を 目的

と した場合，よ り多 くの 人に注 目され て い る流行

性の 高 い ニ ュ
ース の 選択が 必 要 に な る 。

視聴者が こ の よ うな ニ ュ
ース の トピ ッ クを選択

で き る こ とを支援す るた め に は， トピ ッ ク に 対す

る社会的な 注 目度 とい っ た観点 か ら の ニ ュ
ー

ス ト

ピ ッ ク の 特徴付 けが 有用で あ る と考え る。日々 放

送 され る ニ ュ
ー

ス は ， 社会的に 注 目 され て い るニ

ュ
ース （報道数が 多 い ニ ュ

ース ）とそ うで ない ニ ュ

ー
ス （報道数が 少 な い ニ ュ

ー
ス ）が あ る．報道数 に

よ りトピ ッ ク の 評価 を行 うこ とで ， 流行性 を示す

こ とが 可能 とな る と考え る。

3．3　シ
ー

ン 選 択 の 基 準

視聴 者 が ニ ュ
ース を視 聴す る理 由 の

一
つ と し

て ， 情報収集 とい っ た 目的が考 え られ る 。 例 え ば ，

ある話題に 関 して ，詳細 な情報 まで は必 要な い が ，

概要だ け簡単に 知 っ て お き た い など の 視聴理 由が

考え ら れ る。 こ の 場合 に は，よ り多 くの 情報 を短

時間に取得す るた め に ，放送時間が短 く，か っ 内

容が まとめ られて い る要約性 の 高 い ニ ュ
ー

ス シ
ー

ン 選択が必 要 とな る 。

また ，視聴者の 望 む ニ ュ
ース シ ーン は要約性の

高い ニ ュ
ース だ けで な く，興味の ある トピ ッ クの

なか で も進展の あ っ た ニ ュ
ー

ス を知 りた い とい っ

た視聴理 由 も考 え られ る 。こ の 場合，新た な内容

情報 （差分） を比較 した うえ で 、新 た な情報が 付

加 され た ニ ュ
ース シ ーン選択が必 要に な る 。

これ らをふ まえる と，視聴者 が トピ ッ ク の なか

か ら必要な ニ ュ
ー

ス シ
ー

ン を選択で き る こ とを支

援 す るた め に は，ニ ュ
ー

ス シ
ー

ン の 要約性 ， あ る

い は 進展性 と い っ た 観点で の 特徴付 け が 有用で あ
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る と考え る 。

4 ，提案手法

図一2 は，2009 ／12／18 に お ける シ ー
ン 類似度 ネ

ッ トワ
ー

ク と抽出 し た ト ピ ッ ク（点線で 囲 っ た シ

ー ン 集合）を 示 して い る。

3節 にお い て ， 動画 ニ ュ
ー

ス を選択 す るた め に

トピ ッ ク を抽 出する必要が ある こ と， トピ ッ ク及

びシ ー ン を選 択す る ため に指標が必 要で あ る こ と

を示 した 。本節で は ， トピ ッ ク及 び各指標 の 具体

的な抽出方法 に つ い て提案 する 。 また、提案手法

をメ タデー
タ に適応 した 場合 の 結果 を例示 す る 。

な お 、 提 案手法の 評価 に つ い て は 5節で 述べ る

な お
， 使用 し た メ タ データ 3 は

，
2009 ／03 ／23

’

03 ／29 と2009 ／12／17
“
12／23 の 二 つ の 期 間内にTV

キー局で 放送 され た ニ ュ
ー

ス シ ー
ン に 付随す るテ

キ ス ト情報 （番組名，ヘ ッ ドライ ン ，Memo ）と

放送時間で あ る。Memo は、実際に 番組 を見て人

手で そ の 内容 を記述 した もの で ある。将来的 には、

音声認識技術や画像 認識技術 に よ り自動化可能 な

作業と考え る 。

図一2 トピ ッ ク抽出の 例 （2009 ／1　2／1　8）

4．2　流行性指標 ／trend

　 トピ ッ クiに 含 まれ る シ ー
ン 数 の 多寡 に よ り，

流行性 trendを表現す る、

4．1　 トピ ッ ク抽出

本研 究 で は ， ト ピ ッ ク の 抽 出を Newman 法

（Newman 　2004 ） に よる クラ ス タ リン グに よっ

て 行 う 。 Newman 法 に よ る ト ピ ッ ク 抽 出 は

Weblog 、　Eの ニ ュ
ース 記事を用 い た ト ピ ッ ク抽出

手 法 と し て も使わ れ お り （内田 20006 ，松永

2007 ）， クラ ス タ数が 自動 で決定 で き る と い う利

点 を持 っ て い る 。 具体的 な抽出 に 関 して は ，まず，

放送 さ れ た各 ニ ュ
ー

ス シ
ー

ン の テ キ ス ト情報 に 対

して 形態素解析 を行 い ，テ キ ス ト情報 に含 まれ る

名詞を タグ と して 抽出す る，そ して ，抽出 した タ

グの tf−idf値 4
を各 シ

ー
ン の 特徴 量 と し，シ

ー
ン 同

士 の COS 類似度 5 を求 め る。 こ の cosnc 似度 が 閾値

0．4以上 の もの を用 い て ，類 似す る シ
ー

ン 同士が

結 び つ くシ ー
ン 類似度 ネ ッ トワ

ー
クを作成 する 。

最後 に ， シ
ー

ン類似度ネ ッ トワ
ー

ク の ク ラ ス タ リ

ン グをNewman 法 に よ り行 い
， 各 クラ ス タ を ト

ピ ッ ク と して 抽出す る 。 ト ピ ッ ク の 名前付 けは、

tf−idf値 の高 い 用語 を用 い て 行 っ て い る。

・rend （i）−A ，。与夢諾黷譯鑑．
ン 数

　 1日 ご と の トピ ッ ク数 や シ
ー

ン 数が 異 な る た

め
，

1 トピ ッ クあた りの 平均 シ
ー

ン 数 で正規化 を

行 う。 トピ ッ ク内に含 まれ る シ ー
ン 数 が少な けれ

ぼ
，

trend 値が 小 さ くな り， 世間の 注 目度が 低 い

事 を意味 する 。 逆 に含 まれ る シ ー
ン 数が 多ければ ，

trend 値が 大 き くな り ， 世間 の 注 目度が 高い 事を

意 味 す る 。 trend 値 が 大 きか っ た トピ ッ ク群 の

trend値推移 を図一3，図一4 に 示す。

1Z9

図一3 ：2009 ／3／23
“
3／29 にお けるtrend値の推移
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学術論文
一
動 由iの タ グ情報 を利用 した ニ ュ

ー
ス シ

ー
ン の 選 択手法 の 提案

　　
丶、　　

松井 ン ゼ 丶、’

　 　 　 v
蓍　
詈

　 　 　

　　　

　 2009 〆1z117 　zoo9／1z／18 　zoD9 ／1ztlg 　zQogt12t20 　2009 ／1z／11　zoogt11t12 　2009tllt23

図一4：2009／］2／17
”
12／23にお けるtrend値の 推移

4．3　要 約性指標 ／abst

　 トピ ッ クiの 重要語 と， トピ ッ クi内 の シ
ー

ンjの

タ グの 重な りの 程度及 び放送時間を用 い て．要約性

（abst）を表現 す る 。

り多 く含 む シ ー ン は， よ りその トピ ッ クの 内容 を

網羅 して い る と考 える。 しか し， 動 画ニ ュ
ー

ス シ

ー
ン は，それ ぞれ 放送 時間が 異な り，放送 時間の

長 い 報道 は情報量が増 える こ とが推測 され る 。 そ

の た め，放送時間が長 い シ
ー

ン ほ ど網羅性 が高 く

な る可能性 が高 い 。そ こ で ， α
伽 嘘 用 い て 補正

を行 う。Time は ， シ
ー

ン 」の 放送時間 （秒）で
　 　 　 　 　 　 1

あ り，a は調整係数 で ある。今回は ，視聴者が 1

日に ニ ュ
ー

ス を見 る時間を20
”
30分 程度，視聴す

る トピ ッ クを 5
”
10個 と仮定 し，a ＝0．02 と設定 し

て い る。重要語の tf−idf値を合計 し， 放送 時間 に

よ り補正す る こ とで ， シ
ー

ン の 要 約性 を表現 す る 。

表一可　 要約性指標の 算出例

∂bS  ＝ TAG の tfidf値 の 合計 ・
σ

跏 q
　 　 　 　 　 　 u

　TAG は ， トピ ッ クiの 重要語で あ りか つ シ ー
ンj

　 　 　
t
：

に も含 まれ る タ グ集合で ある （図一5）。

〜

垂鈩『」〜

丶−

　　　　　　　 図一5 ：TAG ．の 例
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 IJ

　 トピ ッ クiの 重要語を抽出す るた め に，TFIDF　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 m

を用 い る。

跚 叶
トビ

留湾鬻 鸚 嬰撃靉
合計

　TFIDF，．は， トピ ッ クiに含 まれ る タグm の tf−idf

値 を 合計 し
，

ト ピ ッ ク iに含 ま れ る シ
ー

ン 数で 割

っ た もの で ある。 トピ ッ ク iに 含 まれ るす べ て の

タグに 対 して こ の 値 を算 出 し， ヒ位 10個 を トピ

ッ クiの 重要単語 とす る。 トピ ッ ク の 重要語を よ

へ
・
ソ ドラ イン MemQ Abst

目本代表 が優 勝 し，2連覇 を達成 し

た。WBCH 本代表 ・監督 ・原 辰徳 氏，
イ チ ロ

ー，岩隈久 志，松 坂大輔 が 優 勝

の 感 激 を語 っ た。MVP は 松坂大輔。

【野球】WB ハ イ ラ イ トシ ーン を紹介 。 （中 継）米

c 凵本代 表 ・
国 ロ サ ン ゼ ゆ ス

・
ドジ ヤ

ー
ス ス タ ジ ア L807

勝 ム 。　 【出 演 】恵俊 彰，久保 出 智 子，槙

昂寛 己，佐 ウ 木主 浩 【解説 ・コ メ ン テ

一タ ー
】山 田 五郎 氏，lll口 もえ 【コ メ

ン ト】原 辰徳 氏 （WBC 日本代 表 ・監
），イチ ロ

ー，岩 隈 久志，松坂 大輔

く ス ポ ーツ 準 決勝 ・口本代表一米国。【会見】原

HEAl 〕 1．辰 徳 氏 （WBC 日本 代 表
・
監 督 ）

INE ＞ 【野

求】WBC 口
0．894

’
代表 ・決

1
出

＜ ズ ム ★ス ポ

〉 【野球 】W 凵本代 走選
．
Fが 会場 入 り した。（中継 ）

BC 決勝 ・日 国 ソ ウル ，米 国 ロ サ ン ゼ ル ス 【出演 】0．ll5
本代 表

一
韓 熊谷 章洋，青池 奈津 子

国 ・最新 情 報

　要約性指標 の 算 出例 を 表一1に示す 。 該当 トピ ッ

クの 主 な内容 は
，

『WBC 日本代 表が ， 決勝 で韓国

に 勝利 し，優勝 2連覇を達成 した 。 』 で あ る。 こ

の 文章 を構成 する タグの 出現頻度が 大き い シ
ー

ン

ほ ど，abst 値 は高 く評価 され て い る 。

4．4　進 展性指標 ／progre

　 前 日の トピ ッ クi’と当 日の トピ ッ クiの 重要語を

比較 し ， 新 た に 重要語 とな っ た タ グと当 日の i内

の シ ー
ン j の 重要語の 重 な りの 程度 を用 い て 進展
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性progre を表現す る 。

　　　 progre（））＝TAGiviの tfid，f値 の 合計

　TAG
，
，
，j
は

， 当 日の トピ ッ クiの 重要語で あ りか つ

前 日よ りも重要度 （TFIDFm）が 上昇 し，さ らに

シ ー
ン 」に含 まれる タグ集合で あ る（図一6）。

図一6 ：TAG 司の 例

　 当目 の トピ ッ クiの TFIDF 値上位 lo個 の うち前
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 m

目の トピ ッ クi’の TFIDF
。
値 よ り上昇 した タグを抽

出す る 。 そ の よ うな タグをより多 く含むシ ー
ン は ，

新 た な重要 な情報 を よ り多 く含ん で い る と考 え

る 。 新 たに発生 した 重要語の tf−idr値 を合計す る

こ とで ，シ
ー

ン の 進展性 を表現す る 。

　進展性指標の 算出例を表一2に示す。前 日の 重要

語 は， 「WBC
， 日本 ， 準決勝 ， 勝利，米国」 な ど

で あ る 。 当 日 の 重 要語 は， 「WBC ， 日本 ， 勝利 ，

優 勝，連 覇韓国 」 な どで あ り， 前 日 に なか っ た

「優勝，連覇，韓国 」 な どの 用語が 含 まれ る シ ー

ン の progre値 が高い 値 とな っ て い る 。

へ ．ソ ドラ イ ン Menlo Progre

【野喇 WRC
R本 代表 ・優

弓

決勝 ・冂本代表一韓国。Fl本代表が

勝手Uし，　2 連届 そヒ達威 した 。　　【コ メ

ン ト】原 辰 穂氏 （WBC ［ 本代 表 ・監
督｝，イ 手 口 ・．一【会見】松 坂 大輔．
岩 1鯤 久志，ダ ル ビ ツ シ ュ 有，内ll陣 ！
齟

7，路 3

【野 球 】WBC
凵本代 爽・優

丘
号 外の

・
面 を紹 介

L25 ⊥

【野球 】 、T｝c
［本代表 ・決勝

進 出

【会 見】原辰徳氏（［本代表 ・監鞠 0

表一2：進展性指標の 算出例

5 ．提案手法の評価実験

　本節で は
，
4節 で 提案 した各指標が 妥当で ある

か評価実験を行 う。

5．1 流行性指標／trend

　流行性指標 の 妥当性 を検証す るため に，trend

値 と新 聞 の 記事 面 積 と の 比 較 を行 う。木 村 ら

（2002 ）は ， 複数の 新聞の 記事面積の 分析か ら 「世

論」 とよばれ る 「現実 」 の形成や振 る舞い を見る

事が で きる と述 べ て い る 。 我々 は ， 記事面積が広

い ニ ュ
ース 程，世 の 中に注 目されて い る と考える 。

本研究で は
， 朝 口新聞 と読売新聞の 2つ の 新 聞記

事面積 を用 い て
，

trend値 の 高 い ト ピ ッ クが世の

中の注 目され て い るニ ュ
ー

ス トピ ッ ク で ある か を

検証 す る。

　分析 対象 の ト ピ ッ クは，図一3中の 「WBC 」
「成

田空港貨物機炎上」
「群馬老人ホ

ーム 火災」
「
西松

違法 献金 」
「北朝鮮 テ ポ ド ン 発射 」 の 5つ の トピ

ッ ク （1週間分 ）で あ る。対象 トピ ッ ク の 記事面

積 を集計 し，
trend 値の 推移 との 相関を分析 した。

トピ ッ ク記事面積 と trend 値 の 散布図 を図一7に示

す。相 関係数 は 0．756 で あ り高い 相関 を示 し た
。

こ れ に よ り，流行性指標が社会で 注 目 され て い る

ニ ュ
ー

ス で ある こ とを示 す指標で あ る こ とが確認

で き る。

100 　
．
　
．

go　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
．
　　

．
　　　　　

「「
　　　 ひ

8070

　 　 　
・
　　　　　　　　　　　　　●

EO

署5。　　 ．　　 ・［　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　←口　　’　　　　OL

　　 　　 ゆ　 　　ゆ”
40　　　　　　　　　　　．．．．．．．．

　 　 　 　 　 　 の　ゆ
3o 　 t−−−ユ 　　　　　　　　　 tt’　

　 　 ．　　
°

9

．．−’…
　　 相闘係 数RO756

20　　　
，

　　　 ◆
10
？、 ．

鴨 、。。 柵 66。 、、。 、。。。 ，2。n 繭
．』

、6幽 8D 。

　 　 　 　 　 　 　 トピック画積

　　図一7 ：トピ ッ ク面積 とtrend 値の関係

5．2　要 約性指標／ab ＄t

　要約性指標の 妥当性を示すため に
， 被験者実験
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学 術 論 文
一

動 画 の タ グ 情 報 を 利 用 した 二 y ス シ
ー

ン の 選 択 手法 の 提 案

を行 う。 被験者 （10人 ） に同
一
ト ピ ッ ク の abst

値の 異 な る ニ ュ
ース シ ー ン を視聴 し て もら い ，要

約性 の 程 度 を判 断 し て も ら う。そ の 判定 結 果 と

abst 値 の 大 きさ を比較す る。視聴 する トピ ッ ク は ，

『民主 党予算編成調整 』　（政 治 ・国際面），『野 口聡

一宇宙飛行士 』 （サイ エ ン ス 面），
『サ ッ カー

』 （ス

ポー
ッ而）， 『片 山 右京氏遭難 』 （社会面）の 4 トピ

ッ クで あ り， それ ぞれ 3シ ー
ン ず つ 視聴 す る。

　被験者 に よる判定結果 とabst 値 の 順位相関検定

を行 っ た 結果を表一3 に 示す 。 検定結果 よ り， 民主

党予算編成 とサ ッ カ ー，片 山氏遭難 に 関す る トピ

ッ ク に 有意な相関が 確認 さ れ て い る。よ っ て ，要

約性指標 は あ る程度妥当で ある と考 える。

表一3　要 約性指標 の順位相関検定結果

　対 象

トピ ソク

民土 党

予算編成

．野 口 聡
・

丁宙飛石士

→1．ツ む一
片 山 氏

遭難

Kelldall
’
s て 0，373o ．⊥bO0 ．U53O 、45U

倹 定結 果 P ・0．Ol ド ♪ 0．D5P ぐ、o⊥｝1P ・．の ．〔〕1

5．3　進展 性指標／progre

　進展性指標の 妥当性 を検証す るため に ， 要 約性

と 同様に被験者実験 を行 っ て い る。被験 者 （10人）

に前 目の ニ ュ
ー

ス を視聴 して も ら っ た後，当日 の

ニ ュ
ー

ス を視聴 して もらい
， 進展性 の 程度 を判断

して もら う。そ の 判定結果 とprogre値の大 きさとを

比較す る。視聴 ト ピ ッ ク は
， 要約性指標 に 用 い た

トピ ッ クを用 い て い る 。

被験者 に よる判定結果 とprogre値の順位相関検定

を行 っ た 結果を表 4 に 示す。検定結 果よ り， 民主 党

予 算編成 と野 口聡一宇宙飛行士 ， サ ッ カ ーに 関す

る トピ ッ ク に 有意 な相関が確認 され て い る。よ っ

て ， 進展性指標は ある程度妥当で ある と考える。

表一4 ：進展性指標の順位相関検定結果

　気†象

ト ヒ
』

ノ ク

民 1：．錏、

∫
つ

算編 成

野 ［聡
・

宇宙飛行 L
廿 ・ソカ ー 馬 lu 氏

遭難

Tくpnd 月 1ド9 τ （［．ユ330 ，3570 ．357D ．OIO

検 定結 果 P 虫0．OlP 乱 D」〕1P 丸 O．OlP ．・0．05

6．考察

　本節で は ，提案指標 の 特性及 び利用可能性 に つ

い て 考察す る。

6．1　 トピ ッ ク選 択に関する指標

　新 聞記事 との 比較 に よ り， 流行性指標が 妥当で

ある こ とが 示 されて い る。trend値 の 推移傾 向 と

して は，急に上 昇 ・下降す るタ イ プ と，徐 々 に 変

化す る ト ピ ッ ク が あ り， 基本 的に は前者が 多 く見

られ る 。 例 え ば，成 田空港の 貨物機 炎上 や北朝鮮

情勢 に 関す る ニ ュ
ー

ス な ど は ，そ の 事件が起 こ っ

た 日 に trend 値 が 急上昇 し最 も高 い 値 を示 して い

る（図一3）。 こ の よ うな偶発的 な ニ ュ
ース は，ニ ュ

ース の 事件性 に よ り
一

時的に 流行性が 高 くなる も

の と考 える。

　
一

方 ，
WBC や 西松献金 事件 に 関す る ニ ュ

ース

な ど は
， 流 行性 が 徐 々 に 変 化 し て い る （図

一3）。

WBC に 関す る トピ ッ ク の 場 合 ，
23 日 に 準決勝 で

米 国 に勝 利 し，24日 に韓国 との 決 勝 戦 に 勝 利 し

て い る。25 日に， 2連覇を祝福す る ニ ュ
ー

ス が 多

く報道 され ， 26 日に 凱 旋帰 国 を果た し て お り，

…
連 の 流 れの 中で 「WBC で 2度目の 優勝 を した 」

とい う段階が最 も高 い 流行性 を示 し て い る 。
こ の

よ うな一連 の 流れ が ある程度推測で きる ニ ュ
ー

ス

は， ト ピ ッ ク に 対す る社 会の 関心 度 と連動 し て ，

流行性が徐 々 に 変化す る もの と考 える。

　な お，本研究 で は， ト ピ ッ ク の 注 目の 程度 を，

佐 藤 ら （2005） と同様 に トピ ッ ク に 含 まれ る ニ

ュ
ース シ ー

ン の 量 に 基づ き算出 して い る 。
1日 に

報道 され る ニ ュ
ー

ス の 量 は あ る程度決 ま っ て い る

た め，菊池 ら （2008 ）や張 ら （2006 ）の ように

ア ル ゴ リズ ム を用 い て 時事性 を考慮 しな くて も，

時事性 を十分に 表現で きて い る と考 え る 。

6．2　 シ
ーン選択 に関す る指標

　5．2，5．3節の 被験者実験 に よ り，要約性指標 と

進展性指標が 妥当な指標で ある こ とが示 されて い

る。た だ し，4 トピ ッ ク中， 1ト ピ ッ ク に 関 して

35

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Japan Association for Social Informatics

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　Assoolatlon 　for 　Soolal 　工nformatlos

は 有意 な差 は 確 認 され なか っ た 俵 一3、表 一4）、

要約性指標に お い て ，野 口 聡
一

宇宙飛行士 に 関す

る トピ ッ ク の 順位相関検定が有意 に な らなか っ た

理 由は ， 提案手法が 「ソ ユ ーズ 打ち上 げ」 に 関連

す る用 語を含む 比 較的放送時 間の 長 い シ
ー

ン （2

分 23 秒）を 要約性 が 高 い と判 定 した の に 対 し，

複 数の 被験 者が 放送 時間 の 短 い シ
ー

ン （24 秒）

を要約性が 高い と判断 した ため で ある 。提案手法

に お い て ，視 聴者 が 1 日に ニ ュ
ー ス を見 る時間 を

20
−
30分 程度，視聴 す る トピ ッ ク を 5

−
10個 だ と

仮定 し，時間 の補正 （a ＝ O．02）を行 っ て い るが ，

視聴者 に よ っ て 時間 に対 する重要度 は異な る。視

聴者 ご とに a の 値 を決定す る こ とで ， 個々 の 視聴

者 に とっ て適切 な長 さ の ニ ュ
ース の 発見が 可能 に

な る と考 え る 。
a の 決定方法 に つ い て は 、 時間 に

対 する 重 要度 を視聴者本人 に 設定 して もら う方法

や 、 視聴履歴 に基づ い て シ ス テ ム が 設定す る方法

な どが考 え られ る 。 今後の検討課 題で あ る。

　 また，進展性指標 に お い て ，片山氏遭難 に 関す

る トピ ッ ク の 順位相関検定が 有意に な らな か っ た

理 由は ， トピ ッ クの 発生 （事故 の 発生）か ら4 目経

過 し 、

「遭難 に関す る専門家の コ メ ン ト1 、

「関係

者 の イ ン タビ ュ
ーの 様子 」、「当面活動 中止 に 関す

る報道」 な ど様々 な 角度で の 報道が な され て お り，

被験者 に よ り進展 した と感 じ る シ ー
ン が 異な っ て

い たた め と考 える 。
こ の よ うに

， そ もそ も被験者

に よ っ て 進 展 した と感 じる シ ー
ン が 異 な る場合

は，本手法で は取 り扱え な い と考え る 。 　
・方、同

様 に トピ ッ クの 発生 か ら4日経過 して い る民主党

予算成立に関す る ト ピ ッ クに つ い て は、記者ク ラ

ブを通 じた情報を用 い て 放送 され る トピ ッ クで あ

っ たた め 、 指標が有効に機能 した もの と考 える 。

6．3　推薦シ ステ ム へ の提案指標の適用

従来の 推薦シ ス テ ム は，他者の 行動履歴 との 類

似性 （協調 フ ィ ル タリ ン グ）や，利用者 の 視聴履

歴に基 づ くコ ン テ ン ツ 内容の 類似性 （コ ン テ ン ッ

フ ィ ル タリ ン グ） に より推薦 して い る。 しか し，

動画ニ ュ
ー

ス は 、 常に新 し い シ
ー

ン が 発生 す るた

め 、 協調 フ ィ ル タ リ ン グの コ
ー

ル ドス タ
ー

ト問題

や評価値疎 ら問題 を解決で きな い 。本手法で あれ

ぼ、タグデ
ー

タが付与 され た時点 で 指標 を算出可

能 であ り、こ の 問題 を解決で きる と考 える。

また 、 動画ニ
ュ
ース を選択す る際に は、ニ ュ

ー

ス 内容に 対す る好み とい っ た理 由だけで な く， 社

会的に注 目され て い る ニ ュ
ース を知 っ て お きた い

とい っ た視聴理 由や ，
ニ ュ

ー
ス の 概要 を内容的 ・

時 間的に 効率的に 取得 した い と い っ た視聴理 由が

存在す る。 コ ン テ ン ツ フ ィ ル タリン グは 、過 去の

視聴履歴 に基づ くコ ン テ ン ツ 内容の類似性を用 い

て推薦す るた め、こ の ような視聴理由 には対応で

きな い
。

本研究 で提案 した流行性指標 は
， 注 目度の 高 い

ニ ュ
ー

ス シ
ー

ン の 程度，また要約性指標 は トピ ッ

ク内で の 内容 と時間の 効率性，進展性 指標 は シ
ー

ン に 対 して 新た な重要情報が 付加 され た程度を表

わ して お り，ニ ュ
ース とい うコ ン テ ン ツ に 対す る

視聴 ニ ーズ に 対応 した指標化で ある 。
こ の た め，

従来の 内容嗜好 をベ ース とした推薦方式に み られ

る適合 フ ィ
ー ドバ ッ ク に よ る推薦方法の 枠組み に

対 して ，本指標 を取 り入れ る こ とが 可能 とな り，

動画ニ ュ
ース とい う コ ン テ ン ツ に対す る ニ ーズを

考慮 した 推薦 シ ス テ ム の 構築 に応用で きると考え

られ る
。

た だ し ， 本研究で 提案 した 指標は， コ ン テ ン ツ

フ ィ ル タリ ン グを完全 に 否定 す る もの で は な い
。

例 えば，オ リ ン ピ ッ クの 開催時期 で も，オ リ ン ピ

ッ クに 興味が ない視聴者 は存在す る 。 そ の ような

視聴者に対 して は，流行性に関わ らず嗜好性 に基

づ い て トピ ッ クを推薦 す る こ とも有効 と考 え る。

また ， 特定の トピ ッ クに関す る ニ ュ
ー

ス だ けは視

聴 した い と考 える視聴者 も存在す る。そ の ような

視聴者に は
， 嗜好性 と流行性の 両方 を考慮 した ハ

イ ブ リ ッ ドの 推薦手法が 有効 と考 え る。各視聴者

に あわせ て， どの 指標 に 重み を もたせ るか の 検討

が 今後の 課題 で あ る。
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学術論文 一
動画 の タ グ情報 を 利用 し た ニ ュ

ー
ス シ

ー
ン の 選択 手 法 の 提案

7 ．結論

　我 々 は
， 動画 ニ ュ

ー
ス シ

ー
ン に 付随す るメ タデ

ータ を用 い て ，動画 ニ ュ
ース 選択 の た め の 新た な

指標 を 構築 し た 。 ニ ュ
ー

ス を 番組単位で は な く、

シ
ー

ン 単位で 扱 う こ とで 、よ り詳細 な選択が 可能

とな っ た。 トピ ッ ク選 択 を 目的 とす る指標 と して ，

社会 の 関心 の 程度 を表す流行性指標 を構 築 した 。

シ ーン 選 択 を 目的 とす る指標 として ，ニ ュ
ー

ス 内

容 の 網羅性 を表す要約性指標 ，変化の 程度 を表 す

進展性 指標 を構築 した 。 指標 の妥 当性 を新聞紙面

と の 比較 お よび被験者実験 に よっ て 示 した 。 提案

指標に よ り， 視聴 者は 大量 の 動画 ニ ュ
ー

ス シ
ー

ン

か ら，注 目され た ニ ュ
ー

ス や， トピ ッ ク 内の 情報

をよ り要約 した ニ ュ
ー

ス ，既知情報 か らの 差分 と

な る ニ ュ
ー

ス を選 択で き る よ うにな る 。

　今後 は 、3 つ の 指標 を組み 合 わせ ，3次 元空 間

に記事を マ ッ ピ ン グ して分類 する手法や 、
これ ら

の 指標 を用 い た動画 ニ ュ
ース 推薦 シ ス テ ム の 検討

が 課題 と考え る 。

　本研究で は 、手動で タ グ付けされ て い る デ ータ

を用 い て 分析 を実施 し て い る 。 よ り広範な利用の

ため に は、自動 タグ付 けの 技術が必要 とな る。今

後の 技術 開発 に 期待 した い 。また 、trend ，　abst ，

progre の 定 義 は い ずれ も ア ドホ ッ クで あ り、他

の 指標 を検討す る余地 が な い わ け で は な い
。 今後

よ りよ い 指標の 検 討をさ らに続 けた い 。

　　　　　　　　　　 謝　辞

　 本研究 を行 うに あた り、株式会社 ミ デ ィ
ー

様 よ りデ

ータ 提供 だ けで な く貴 重 な御助言 と、実験を行う上 で

の 並 々 な らぬ ご支援，ご協力 を 頂 き ま した。こ こ に 記

し感謝 い た します。

　　　　　　　　　　　 注

1 コ ール ドス タート問題 とは 、データ収集初期 に データ

量 が 少 な く、適 切 な推 薦 が で き な い 問題 で あ る。

2 評価値疎 ら問題 と は、注 目さ れ な い コ ン テ ン ッ に は 評

価値 が 付与 され な い た め 、適切な推薦が で きない 問題

　で あ る。

U
今同使用 した メ タ デ ータ は、専門業者 よ り購 入 した も

　の で あ る。よ っ て 、コ ス ト の 問題 を 解決 で きれ ば 誰 も

　が 利 用 で き る データ で あ る。
’itf −idf値 は 、単語 の 重 要度 を 表 し、以 下 の 通 り求 め る。

　 　 　 　 tfidf」 tf・∫df

　 　 　 　 　 　 　 n
　 　 　 　 ttl＝
　 　 　 　 ・　 　 Σ n
　 　 　 　 　 　 　 k　 l

・・← 1・91
｛點 ｝1

　　 　　 　 ni：文書 n 中の 単語 iの 出現頻度

　 　 　 　 　 　 　 IDi ：総 ドキ ュ メ ン ト数

　　　　1｛d：d ∋ ti｝1：単語 を 含 む ドキ ュ メ ン ト数

5cos
類似度 （sim （s

．
，Sh）） は 、シ ーン 同士 の 類似性 の 程

度 を 表 し、以 下 の 通 り求 め る。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Σ SS

　　　　
siln （sa ，

sb ）
＝
τ商 ぎ歯 ・

Sv ： シーン X

s　 シ
ー

ン x に お けるタグyの 特徴量
k，Y
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